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(57)【要約】
【課題】本発明は、簡易な構成で２つの撮像レンズを容
易に保護する。
【解決手段】本発明は、ビデオカメラ１において、２つ
の撮像レンズ３及び４を互いに一面３Ａ及び４Ａを同一
の前側に向けて横一列に並べて配置し、当該２つの撮像
レンズ３及び４の一面３Ａ及び４Ａの前に、これら２つ
の一面３Ａ及び４Ａを外部から隠蔽するための隠蔽位置
と外部に露出させるための退避位置とに移動可能な１つ
のレンズ保護カバー２９を設けることにより、被写体を
撮像する場合にはレンズ保護カバー２９を退避位置に退
避させて２つの撮像レンズ３及び４の一面３Ａ及び４Ａ
を外部に露出させ、被写体を撮像しない場合にはレンズ
保護カバー２９を隠蔽位置に移動させて２つの撮像レン
ズ３及び４の一面３Ａ及び４Ａを同時に外部から隠蔽す
ることができ、かくして簡易な構成で２つの撮像レンズ
３及び４を容易に保護することができる。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに一面を同一方向に向けて、横一列に並べて配置された２つの撮像レンズの２つの
上記一面の前に、当該２つの上記一面を外部から隠蔽するための隠蔽位置と、２つの上記
一面を上記外部に露出させるための退避位置とに移動可能に設けられた１つのレンズ保護
カバー
　を具えるレンズ保護装置。
【請求項２】
　２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の間と対向させて、当該２つの上記一面の前に
配置されたレンズ側フレーム
　を具え、
　上記レンズ保護カバーは、
　上記レンズ側フレームの前に設けられた
　請求項１に記載のレンズ保護装置。
【請求項３】
　２つの上記撮像レンズの２つの上記一面を個別又は同時に露出させるための孔部が形成
され、当該孔部を２つの上記一面と対向させて上記レンズ保護カバーの前に配置された前
側フレーム
　を具える請求項２に記載のレンズ保護装置。
【請求項４】
　上記レンズ保護カバーは、
　上記レンズ側フレーム及び上記前側フレーム間で、上記隠蔽位置と上記退避位置とに移
動可能に設けられた
　請求項３に記載のレンズ保護装置。
【請求項５】
　上記レンズ保護カバーは、
　上記隠蔽位置と、２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の上側及び下側の少なくとも
一方の側の上記退避位置とに移動可能に設けられた
　請求項４に記載のレンズ保護装置。
【請求項６】
　上記レンズ保護カバーは、
　２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の上半分を隠蔽する上側隠蔽位置と、当該２つ
の上記一面の上記上半分よりも上記上側の上側退避位置とに移動可能な上側カバー半体と
、２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の下半分を隠蔽する下側隠蔽位置と、当該２つ
の上記一面の上記下半分よりも上記下側の下側退避位置とに移動可能な下側カバー半体と
からなる
　請求項５に記載のレンズ保護装置。
【請求項７】
　それぞれ撮像レンズを有し、互いの上記撮像レンズの一面を同一方向に向けて、互いの
上記撮像レンズが横一列に並ぶように配置された２つの撮像光学系と、
　２つの上記撮像光学系が有する２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の前に、当該２
つの上記一面を外部から隠蔽するための隠蔽位置と、２つの上記一面を上記外部に露出さ
せるための退避位置とに移動可能に設けられた１つのレンズ保護カバーと
　を具えるレンズユニット。
【請求項８】
　それぞれ撮像レンズを有し、互いの上記撮像レンズの一面を同一方向に向けて、互いの
上記撮像レンズが横一列に並ぶように配置された２つの撮像光学系と、
　２つの上記撮像光学系の後に配置され、２つの上記撮像光学系を介して外部から取り込
まれた撮像光を光電変換する２つ以下の撮像素子と、
　２つの上記撮像光学系が有する２つの上記撮像レンズの２つの上記一面の前に、当該２
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つの上記一面を外部から隠蔽するための隠蔽位置と、２つの上記一面を上記外部に露出さ
せるための退避位置とに移動可能に設けられた１つのレンズ保護カバーと
　を具える撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はレンズ保護装置、レンズユニット及び撮像装置に関し、例えば、レンズ鏡筒及
び撮像素子からなる２つの撮像部により同一の被写体を同時に撮像して、立体視用に視点
の異なる左目用画像及び右目用画像を生成可能な２眼式のビデオカメラに適用して好適な
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の立体映像撮影装置は、レンズ鏡筒及び撮像素子からなる２つの撮像部が、これら
レンズ鏡筒に収納された撮像レンズそれぞれの一面を外部に露出させて、当該撮像レンズ
の光軸を眼幅だけ離して概略平行にするように設けられている。
【０００３】
　そして立体映像撮影装置は、これら２つの撮像部を介して同一の被写体を同時に撮像す
ることにより、立体視用に視点の異なる左目用画像及び右目用画像を生成していた（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２１５０１２号公報（第３頁、図１、図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、かかる構成の立体映像撮影装置では、被写体を撮像しない場合でも２つの撮
像レンズの一面を常に露出させていると、これら撮像レンズの一面に手等が触れて傷や汚
れがつく可能性がある。
【０００６】
　ただし、現在広く普及している単眼式のビデオカメラの中には、当該ビデオカメラに設
けられた１つの撮像レンズの一面を露出させるための開口部に、バリアと呼ばれるレンズ
保護カバーが開閉可能に設けられているものがある。
【０００７】
　このため立体映像撮影装置についても、単眼式のビデオカメラのように、２つの撮像レ
ンズの一面を露出させるための開口部それぞれにレンズ保護カバーを開閉可能に設けるよ
うにする。
【０００８】
　そして立体映像撮影装置では、被写体を撮像しない場合、２つのレンズ保護カバーそれ
ぞれにより、対応する開口部を閉塞して撮像レンズの一面を外部から隠蔽すれば、当該撮
像レンズの一面を傷や汚れがつくことを回避して保護し得ると考えられる。
【０００９】
　ところが、立体映像撮影装置では、撮像レンズを保護するために、当該撮像レンズ毎に
レンズ保護カバーを設けたのでは、当該立体映像撮影装置の構成が著しく煩雑化すると言
う問題があった。
【００１０】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、簡易な構成で２つの撮像レンズを容易に
保護し得るレンズ保護装置、レンズユニット及び撮像装置を提案しようとするものである
。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　かかる課題を解決するため本発明においては、互いに一面を同一方向に向けて、横一列
に並べて配置された２つの撮像レンズの２つの一面の前に、当該２つの一面を外部から隠
蔽するための隠蔽位置と、２つの一面を外部に露出させるための退避位置とに移動可能な
１つのレンズ保護カバーを設けるようにした。
【００１２】
　従って本発明では、被写体を撮像する場合には、１つのレンズ保護カバーを退避位置に
移動させて２つの撮像レンズの２つの一面を外部に露出させ、被写体を撮像しない場合に
は、１つのレンズ保護カバーを隠蔽位置に移動させて２つの撮像レンズの２つの一面を同
時に外部から隠蔽することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、互いに一面を同一方向に向けて、横一列に並べて配置された２つの撮
像レンズの２つの一面の前に、当該２つの一面を外部から隠蔽するための隠蔽位置と、２
つの一面を外部に露出させるための退避位置とに移動可能な１つのレンズ保護カバーを設
けるようにしたことにより、被写体を撮像する場合には、１つのレンズ保護カバーを退避
位置に移動させて２つの撮像レンズの２つの一面を外部に露出させ、被写体を撮像しない
場合には、１つのレンズ保護カバーを隠蔽位置に移動させて２つの撮像レンズの２つの一
面を同時に外部から隠蔽することができ、かくして簡易な構成で２つの撮像レンズを容易
に保護し得るレンズ保護装置、レンズユニット及び撮像装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による２眼式のビデオカメラの外観構成（１）の一実施の形態を示す略線
的斜視図である。
【図２】本発明による２眼式のビデオカメラの外観構成（２）の一実施の形態を示す略線
的斜視図である。
【図３】レンズユニットの構成を示す略線的斜視図である。
【図４】レンズ保護部の構成（１）を示す分解斜視図である。
【図５】レンズ保護部の構成（２）を示す略線的正面図である。
【図６】レンズ保護部におけるレンズ保護カバーの配置位置（１）の説明に供する略線的
断面図である。
【図７】レンズ保護部におけるレンズ保護カバーの配置位置（２）の説明に供する略線的
断面図である。
【図８】レンズ保護カバーの退避位置への移動の説明に供する略線的正面図である。
【図９】レンズ保護カバーの隠蔽位置への移動の説明に供する略線的正面図である。
【図１０】上カバー本体の下端部及び下カバー本体の上端部の構成を示す略線的斜視図で
ある。
【図１１】レンズ保護カバーによる左目用撮像レンズ及び右目用撮像レンズの隠蔽の説明
に供する略線的斜視図である。
【図１２】ビデオカメラの回路構成を示すブロック図である。
【図１３】レンズ保護部の構成の変形例を示す略線的正面図である。
【図１４】レンズ保護カバーの構成の変形例を示す略線的斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下図面を用いて、発明を実施するための最良の形態（以下、これを実施の形態とも呼
ぶ）について説明する。なお、説明は以下の順序で行う。
１．実施の形態
２．変形例
【００１６】
＜１．実施の形態＞
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［１－１．ビデオカメラの外観構成］
　図１及び図２において、１は全体として本発明を適用した２眼式のビデオカメラを示す
。かかるビデオカメラ１は、略直方体状のカメラ筐体２を有している。
【００１７】
　因みに、以下の説明では、略直方体状のカメラ筐体２の長手に沿った矢印ａで示す方向
を、前方向とも呼ぶ。なお、以下の説明では、カメラ筐体２の長手に沿った前方向、及び
当該前方向と逆の後方向を特には区別する必要のない場合、これら前方向及び後方向をま
とめて筐体長手方向とも呼ぶ。そして、以下の説明では、カメラ筐体２において前方向の
端部を、筐体前端部とも呼び、後方向の端部を、筐体後端部とも呼ぶ。
【００１８】
　また、以下の説明では、略直方体状のカメラ筐体２の幅に沿った矢印ｂで示す方向を、
右方向とも呼ぶ。なお、以下の説明では、カメラ筐体２の幅に沿った右方向、及び当該右
方向とは逆の左方向を特には区別する必要のない場合、これら右方向及び左方向をまとめ
て筐体幅方向とも呼ぶ。そして、以下の説明では、カメラ筐体２において左方向の端部を
、筐体左端部とも呼び、右方向の端部を、筐体右端部とも呼ぶ。
【００１９】
　さらに、以下の説明では、略直方体状のカメラ筐体２の高さに沿った矢印ｃで示す方向
を、上方向とも呼ぶ。なお、以下の説明では、カメラ筐体２の高さに沿った上方向、及び
当該上方向とは逆の下方向を特には区別する必要のない場合、これら上方向及び下方向を
まとめて筐体高さ方向とも呼ぶ。そして、以下の説明では、カメラ筐体２において上方向
の端部を、筐体上端部とも呼び、下方向の端部を、筐体下端部とも呼ぶ。
【００２０】
　カメラ筐体２には、それぞれ撮像レンズ３及び４を含む複数の光学素子が内部に順に配
置されたレンズ鏡筒と、撮像素子とからなり、被写体をあたかも人が左右の目それぞれで
見たように異なる視点で撮像するための２つの撮像部が収納されている。
【００２１】
　すなわち、一方の撮像部は、被写体をあたかも人が左目で見たように撮像するためのも
のである。また他方の撮像部は、被写体をあたかも人が右目で見たように撮像するための
ものである。
【００２２】
　よって、以下の説明では、２つの撮像部のうち、被写体をあたかも人が左目で見たよう
に撮像するための一方の撮像部を、左目用撮像部とも呼ぶ。
【００２３】
　そして、以下の説明では、左目用撮像部が有するレンズ鏡筒を、左目用レンズ鏡筒とも
呼び、当該左目用撮像部が有する撮像素子を、左目用撮像素子とも呼ぶ。
【００２４】
　また、以下の説明では、２つの撮像部のうち、被写体をあたかも人が右目で見たように
撮像するための他方の撮像部を、右目用撮像部とも呼ぶ。
【００２５】
　そして、以下の説明では、右目用撮像部が有するレンズ鏡筒を、右目用レンズ鏡筒とも
呼び、当該右目用撮像部が有する撮像素子を、右目用撮像素子とも呼ぶ。
【００２６】
　因みに、左目用撮像素子及び右目用撮像素子は、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）
イメージセンサ、又はＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）イメー
ジセンサ等でなる。
【００２７】
　ここで、左目用レンズ鏡筒内の撮像レンズ３は、被写体の撮像時に外部から到来する撮
像光が、当該撮像レンズ３の凸状に形成された一面３Ａに最初に入射するように、左目用
レンズ鏡筒内で先頭に配置されている。
【００２８】
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　また右目用レンズ鏡筒内の撮像レンズ４も、被写体の撮像時に外部から到来する撮像光
が、当該撮像レンズ４の凸状に形成された一面４Ａに最初に入射するように、当該右目用
レンズ鏡筒内で先頭に配置されている。
【００２９】
　因みに、以下の説明では、左目用レンズ鏡筒内で先頭に配置された撮像レンズ３を、左
目用撮像レンズ３とも呼ぶ。また、以下の説明では、右目用レンズ鏡筒内で先頭に配置さ
れた撮像レンズ４を、右目用撮像レンズ４とも呼ぶ。
【００３０】
　さらに、以下の説明では、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４において被写体
の撮像時に外部から到来する撮像光が入射する一面３Ａ及び４Ａを、それぞれ入射面３Ａ
及び４Ａとも呼ぶ。
【００３１】
　左目用レンズ鏡筒及び右目用レンズ鏡筒は、互いの光軸をビデオカメラ１の前の所定位
置で交差させるように、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４
Ａを同一の前方向に向けて、筐体幅方向に並べられて配置されている。
【００３２】
　よって左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４は、左目用レンズ鏡筒及び右目用レ
ンズ鏡筒の配置の位置関係に応じて、あたかも人の左右の目の並びと同じように、横一列
（すなわち、この場合は筐体幅方向に沿って一列）に並べられて配置されている。
【００３３】
　すなわち、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４は、互いの入射面３Ａ及び４Ａ
を前方向に向け、当該入射面３Ａ及び４Ａの縁部を所定距離だけ離隔させて対向させるよ
うに横一列に並べられて配置されている。
【００３４】
　そしてカメラ筐体２内において左目用撮像部は、筐体左端部寄りに配置された左目用レ
ンズ鏡筒の後側（すなわち、左目用レンズ鏡筒よりも筐体後端部側）に左目用撮像素子が
配置されている。
【００３５】
　またカメラ筐体２内において右目用撮像部は、筐体右端部寄りに配置された右目用レン
ズ鏡筒の後側（すなわち、右目用レンズ鏡筒よりも筐体後端部側）に右目用撮像素子が配
置されている。
【００３６】
　カメラ筐体２の筐体前端部には、略長方形の枠状の胴体部５Ａの先端部分右寄りに、凸
状のフード部５Ｂが設けられて形成されたレンズフード５が突設されている。
【００３７】
　そしてレンズフード５の胴体部５Ａ内には、筐体後端部寄りに、左目用レンズ鏡筒及び
右目用レンズ鏡筒の前端部側が収納されている。すなわち、レンズフード５の胴体部５Ａ
内には、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４が配置されている。
【００３８】
　この場合、レンズフード５は、胴体部５Ａの高さ（すなわち、胴体部５Ａにおける筐体
高さ方向の長さ）が、カメラ筐体２の高さとほぼ等しく選定されている。
【００３９】
　またレンズフード５は、胴体部５Ａの幅（すなわち、胴体部５Ａにおける筐体幅方向の
長さ）が、カメラ筐体２の幅よりも僅かに長く選定されている。
【００４０】
　そしてレンズフード５は、胴体部５Ａの上面５ＡＶ、下面５ＡＷ及び右側面５ＡＸをカ
メラ筐体２の上面２Ａ、下面２Ｂ及び右側面２Ｃの延長部分のように位置させ、当該胴体
部５Ａの左側面５ＡＹをカメラ筐体２の左側面２Ｄよりも左側に突出させている。
【００４１】
　さらにレンズフード５は、全体の長さが、例えば、２乃至３［ｃｍ］のような数［ｃｍ
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］程度に選定されている。因みに、レンズフード５全体の長さは、当該レンズフード５に
おける筐体長手方向の長さであり、以下、この長さをフード長さとも呼ぶ。
【００４２】
　そしてフード部５Ｂにおいて先端面５ＢＸの中央部には、フード長さよりも短い所定深
さの略四角錐台状の凹部５Ｃが、当該凹部５Ｃの底を、横一列に並べられた左目用撮像レ
ンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａと対向させて形成されている。
【００４３】
　因みに、以下の説明では、フード部５Ｂの先端面５ＢＸを、フード先端面５ＢＸとも呼
ぶ。また、以下の説明では、フード先端面５ＢＸに形成された凹部５Ｃを、フード用凹部
５Ｃとも呼ぶ。
【００４４】
　さらにまたレンズフード５においてフード用凹部５Ｃは、底面全体が打ち抜かれて当該
フード用凹部５Ｃの底に開口部５ＣＸが形成されている。
【００４５】
　ここで、レンズフード５においてフード用凹部５Ｃは、フード先端面５ＢＸの開口部５
ＣＹと、底の開口部５ＣＸとがそれぞれ筐体幅方向と平行な長辺を有する略長方形状に形
成されている。
【００４６】
　因みに、以下の説明では、レンズフード５のフード用凹部５Ｃにおいてフード先端面５
ＢＸの開口部５ＣＹを、先端開口部５ＣＹとも呼び、底の開口部５ＣＸを、底開口部５Ｃ
Ｘとも呼ぶ。
【００４７】
　またフード用凹部５Ｃの底開口部５ＣＸは、先端開口部５ＣＹの大きさよりも小さい大
きさに選定されている。ただし、フード用凹部５Ｃの底開口部５ＣＸは、筐体幅方向の長
さが、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の直径の２倍以上の所定長さに選定さ
れている。
【００４８】
　またフード用凹部５Ｃの底開口部５ＣＸは、筐体高さ方向の長さが、左目用撮像レンズ
３及び右目用撮像レンズ４の直径とほぼ等しい所定長さに選定されている。
【００４９】
　よってレンズフード５は、フード用凹部５Ｃの底開口部５ＣＸ及び先端開口部５ＣＹを
順次介して、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを同時に
外部に露出させることができる。
【００５０】
　これによりビデオカメラ１は、フード先端面５ＢＸを被写体に向けて動画撮影が指示さ
れている間、被写体を含む撮像範囲から到来する撮像光を左目用撮像レンズ３及び右目用
撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａに入射させることができる。
【００５１】
　そしてビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４に撮像光が入射
した場合、左目用撮像部において当該左目用撮像レンズ３に入射した撮像光をレンズ鏡筒
内の他の光学素子を介して左目用撮像素子の受光面で受光する。
【００５２】
　またビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４に撮像光が入射し
た場合、右目用撮像部において当該右目用撮像レンズ４に入射した撮像光をレンズ鏡筒内
の他の光学素子を介して右目用撮像素子の受光面で受光する。
【００５３】
　これによりビデオカメラ１は、左目用撮像素子により受光面で受光した撮像光を光電変
換して動画像用の左目用画像データを生成すると共に、右目用撮像素子により受光面で受
光した撮像光を光電変換して動画像用の右目用画像データを生成する。
【００５４】
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　そしてビデオカメラ１は、カメラ筐体２内に収納されているディスク状記録媒体又は半
導体メモリ等のような所定の記録媒体に、左目用撮像部及び右目用撮像部で生成した動画
像用の左目用画像データ及び右目用画像データを記録する。
【００５５】
　このようにしてビデオカメラ１は、動画撮影時、左目用撮像部及び右目用撮像部により
同一の被写体を同時に撮像して、動画像の立体視用に視点の異なる左目用画像及び右目用
画像の左目用画像データ及び右目用画像データを得ることができる。
【００５６】
　またビデオカメラ１は、フード先端面５ＢＸを被写体に向けて写真撮影が指示されたと
しても、被写体を含む撮像範囲から到来する撮像光を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像
レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａに入射させることができる。
【００５７】
　そしてビデオカメラ１は、この際にも、上述の動画撮影と同様に左目用撮像部において
左目用撮像レンズ３に入射した撮像光を左目用撮像素子で受光すると共に、右目用撮像部
において右目用撮像レンズ４に入射した撮像光も右目用撮像素子で受光する。
【００５８】
　またビデオカメラ１は、左目用撮像素子により受光面で受光した撮像光を光電変換して
写真画像用の左目用画像データを生成すると共に、右目用撮像素子により受光面で受光し
た撮像光を光電変換して写真画像用の右目用画像データを生成する。
【００５９】
　そしてビデオカメラ１は、カメラ筐体２内部の記録媒体に、これら左目用撮像部及び右
目用撮像部で生成した写真画像用の左目用画像データ及び右目用画像データを記録する。
【００６０】
　このようにしてビデオカメラ１は、写真撮影時、左目用撮像部及び右目用撮像部により
同一の被写体を同時に撮像して、写真画像の立体視用に視点の異なる左目用画像及び右目
用画像の左目用画像データ及び右目用画像データを得ることができる。
【００６１】
　ところで、レンズフード５のフード用凹部５Ｃは、底開口部５ＣＸから先端開口部５Ｃ
Ｙにかけて内部空間を上下方向に徐々に広げるように上側内面５ＣＴ及び下側内面５ＣＵ
が傾斜している。
【００６２】
　またレンズフード５のフード用凹部５Ｃは、底開口部５ＣＸから先端開口部５ＣＹにか
けて内部空間を左右方向へも徐々に広げるように左側内面５ＣＬ及び右側内面５ＣＲが傾
斜している。
【００６３】
　さらにレンズフード５のフード用凹部５Ｃは、上側内面５ＣＴ及び下側内面５ＣＵと左
側内面５ＣＬ及び右側内面５ＣＲとにそれぞれ階段状の複数の段差部が比較的細かい所定
ピッチで形成されている。
【００６４】
　そしてレンズフード５は、フード用凹部５Ｃの先端開口部５ＣＹが左目用撮像レンズ３
及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａから比較的離れて前側に位置している。
【００６５】
　よってレンズフード５は、被写体の動画撮影時や写真撮影時、被写体を含む撮像範囲か
ら到来する撮像光についてはフード用凹部５Ｃ内に取り込んで、左目用撮像レンズ３及び
右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａに入射させることができる。
【００６６】
　またレンズフード５は、この際、真上や前側斜め上、前側斜め横等のように周囲に存在
する光源が輝度の比較的高い光を発しても、その光をフード部５Ｂの外面で遮るようにし
てフード用凹部５Ｃ内に入り込む光を減少させることができる。
【００６７】
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　またレンズフード５は、この際、フード用凹部５Ｃ内に輝度の高い光が入り込んでも、
上側内面５ＣＴ、下側内面５ＣＵ、左側内面５ＣＬ及び右側内面５ＣＲに照射された分は
、これらの段差部で当該フード用凹部５Ｃの外部に反射させることができる。
【００６８】
　よってレンズフード５は、被写体の動画撮影時や写真撮影時、周囲の光源が輝度の比較
的高い光を発しても、当該光源の発光によって左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ
４の入射面３Ａ及び４Ａに入射する輝度の高い光を大幅に低減させることができる。
【００６９】
　さらにレンズフード５は、フード用凹部５Ｃよりも上側の内部空間にフラッシュ１０の
本体部が収納され、フード先端面５ＢＸの先端開口部５ＣＹよりも上側で当該フラッシュ
１０の発光面１０Ａを露出させている。
【００７０】
　すなわち、レンズフード５は、フード先端面５ＢＸの上端部においてフラッシュ１０の
発光面１０Ａを、当該フード先端面５ＢＸの前側に向けて露出させている。
【００７１】
　そしてレンズフード５のフード先端面５ＢＸは、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レ
ンズ４の入射面３Ａ及び４Ａよりも前側に位置している。
【００７２】
　このためビデオカメラ１は、被写体の動画撮影時や写真撮影時、フラッシュ１０により
、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａよりも当該フラッシ
ュ１０の発光面１０Ａを被写体に近づけて照明することができる。
【００７３】
　さらにレンズフード５のフード部５Ｂには、先端開口部５ＣＹよりも下側に、複数の微
細な孔が穿設されたマイクカバー５ＢＹが設けられている。そしてレンズフード５には、
フード用凹部５Ｃよりも下側の内部空間にマイクロホン（図示せず）が収納されている。
【００７４】
　これによりビデオカメラ１は、被写体の動画撮影時、被写体を撮像しながら、周囲の音
声を、マイクカバー５ＢＹを介してマイクロホンで集音して録音することができる。
【００７５】
　ただし、マイクロホンは、レンズフード５に対しマイクカバー５ＢＹから極力離すよう
に筐体後端部寄りに収納されている。これによりビデオカメラ１は、被写体を撮像しなが
らマイクロホンにより周囲の音声を集音する場合、当該周囲の風がマイクカバー５ＢＹに
当たった場合に発生する風きり音が、周囲の音声よりも大音量で集音されることを極力回
避することができる。
【００７６】
　ところで、カメラ筐体２の上面２Ａには、筐体右端部寄りに筐体長手方向に長い略畝状
の指掛部２ＡＸが設けられている。また指掛部２ＡＸの筐体後端部寄りには、ズームレバ
ー１１、及び上述の写真撮影を指示するためのシャッタボタン１２が筐体長手方向に沿っ
て並べて設けられている。
【００７７】
　よってビデオカメラ１は、右手によりカメラ筐体２の筐体右端部が、右側面２Ｃに手の
ひらを対向させ、親指と他の指とにより下面２Ｂ及び上面２Ａから挟み込むように保持さ
れた場合、当該他の指の指先部分を指掛部２ＡＸに掛けさせることができる。
【００７８】
　すなわち、ビデオカメラ１は、右手によりカメラ筐体２の筐体右端部が保持された場合
、例えば、少なくとも人指し指及び中指の指先部分を指掛部２ＡＸに掛けさせることがで
きる。
【００７９】
　よって２眼式のビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４が筐体
幅方向に並べて配置される分、例えば、単眼式のビデオカメラに比べて幅が広いものの、
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右手だけでも安定して保持させることができる。
【００８０】
　またビデオカメラ１は、指掛部２ＡＸの筐体後端部寄りにズームレバー１１及びシャッ
タボタン１２を配置するため、右手で保持された場合、例えば、人指し指の指先部分によ
りズームボタン１１及びシャッタボタン１２を容易に操作させることができる。
【００８１】
　さらにカメラ筐体２の後面２Ｅには、筐体右端部寄りに上述の動画撮影の開始と、当該
動画撮影の終了とを指示するための録画ボタン１３が設けられている。
【００８２】
　さらにカメラ筐体２の右側面２Ｃには、筐体前端部寄り及び筐体後端部寄りにベルト取
付フック１４及び１５が設けられている。
【００８３】
　そしてカメラ筐体２は、ベルト取付フック１４及び１５を介して右側面２Ｃと対向する
ようにベルト（図示せず）を取り付けさせることができる。
【００８４】
　これによりビデオカメラ１は、右手により右側面２Ｃとベルトとの間に親指以外の４本
の指と共に手のひらを通すようにして保持させることができる。
【００８５】
　そしてビデオカメラ１は、このようにベルトを利用して保持された場合、右手の親指を
後面２Ｅ側に回り込ませても安定して保持させたまま、当該親指により録画ボタン１３を
容易に操作させることができる。
【００８６】
　さらにカメラ筐体２の左側面２Ｄ上には、レンズフード５の胴体部５Ａの左側面５ＡＹ
に設けられたヒンジ部１６を介して略偏平矩形状の表示部１７が開閉可能に設けられてい
る。
【００８７】
　この場合、表示部１７は、内面に液晶ディスプレイ又は有機ＥＬ（Electro　Luminesce
nce）ディスプレイのような表示パネル（図示せず）が設けられている。
【００８８】
　また表示部１７は、所定の厚みを有し、カメラ筐体２の左側面２Ｄに対して、当該左側
面２Ｄに内面を対向させるように閉じられた場合、外面１７Ａをレンズフード５の胴体部
５Ａの左側面５ＡＹの延長部分のように位置させる。
【００８９】
　これによりビデオカメラ１は、カメラ筐体２に対して表示部１７が閉じられた場合、全
体を略直方体状のブロックのように一体化させて、例えば、持ち運び易くすることができ
る。
【００９０】
　さらにビデオカメラ１は、カメラ筐体２に対して表示部１７が開かれた場合、当該表示
部１７の表示パネルに、上述の左目用画像データ及び右目用画像データに基づく左目用画
像及び右目用画像を表示することができる。
【００９１】
　これによりビデオカメラ１は、表示部１７の表示パネルに表示した左目用画像及び右目
用画像を、左目用撮像部及び右目用撮像部により同一の被写体の同時に撮像して得た画像
として立体視させることができる。
【００９２】
　因みに、カメラ筐体２の後面２Ｅには、バッテリパック１８が着脱可能に装着されてい
る。またレンズフード５の胴体部５Ａは、先端部分の筐体左端部寄りに形成された、フー
ド部５Ｂとの段差面５ＡＺの右下隅に、例えば、撮影条件を選択可能なマニュアルダイヤ
ル１９が設けられている。
【００９３】
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［１－２．レンズユニットの構成］
　次いで、図３を用いて、ビデオカメラ１に設けられたレンズユニットＬＵの構成につい
て説明する。レンズユニットＬＵは、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒Ｌ２と
、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４を保護するためのレンズ保護部２０とから
構成されている。この場合、レンズ保護部２０は、例えば、一面２０Ａ及び他面２０Ｂが
略レーストラック状に形成されている。
【００９４】
　因みに、以下の説明では、レンズ保護部２０の一面２０Ａを、保護部一面２０Ａとも呼
び、他面２０Ｂを、保護部他面２０Ｂとも呼ぶ。また、以下の説明では、レンズ保護部２
０の長手に沿った互いに逆向きの２方向を、まとめて保護部長手方向とも呼ぶ。
【００９５】
　さらに、以下の説明では、レンズ保護部２０において長手と直交する短手に沿った互い
に逆向きの２方向を、まとめて保護部短手方向とも呼ぶ。
【００９６】
　この場合、レンズ保護部２０は、保護部一面２０Ａを前方向に向け、保護部長手方向を
筐体幅方向と平行にして、底開口部５ＣＸと、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡
筒Ｌ２の先端との間に位置するようにレンズフード５の胴体部５Ａに収納されている。
【００９７】
　すなわち、レンズ保護部２０は、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒Ｌ２各々
の先端で露出する左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａの前
に位置するようにレンズフード５の胴体部５Ａ内に収納されている。
【００９８】
　なお、レンズ保護部２０は保護部長手方向を筐体長手方向と平行にしてレンズフード５
の胴体部５Ａに収納されている。このためレンズ保護部２０の長手に沿った互いに逆向き
の２方のうち一方は左方向となり、他方は右方向となる。またレンズ保護部２０の短手に
沿った互いに逆向きの２方向のうち一方は上方向となり、他方は下方向となる。
【００９９】
［１－３．レンズ保護部の構成］
　次いで、図３と共に図４及び図５を用いてレンズ保護部２０の構成について説明する。
レンズ保護部２０は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａ
の前に配置される（すなわち、入射面３Ａ及び４Ａの向いた方向の側で、入射面３Ａ及び
４Ａの最も近くに位置する）略レーストラック状のレンズ側フレーム２１を有している。
【０１００】
　レンズ側フレーム２１は、例えば、所定の樹脂材により全体が一体成形されており、略
レーストラック状のベース板２１Ａを有している。
【０１０１】
　そしてベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ
４の直径以上の所定の直径を有し、入射面３Ａ及び４Ａを露出させるための２つの円形の
孔部２１ＡＹ及び２１ＡＺが保護部長手方向に離隔させて並べて穿設されている。
【０１０２】
　またベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、左端部及び右端部に左側支柱部２１Ｂ及び右
側支柱部２１Ｃが突設されている。さらにベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、上端部の
中央部分及び下端部の中央部分に上側支柱部２１Ｄ及び下側支柱部２１Ｅが突設されてい
る。
【０１０３】
　因みに、左側支柱部２１Ｂ、右側支柱部２１Ｃ、上側支柱部２１Ｄ及び下側支柱部２１
Ｅは、それぞれベース板２１Ａの一面２１ＡＸから頂上までの高さが等しく選定されてい
る。
【０１０４】
　さらにベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、２つの孔部２１ＡＹ及び２１ＡＺの間部分
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に、当該間部分全体を前側（レンズフード５の底開口部５ＣＸ）に突出させるカバー保護
用凸部２１Ｆが設けられている。
【０１０５】
　因みに、カバー保護用凸部２１Ｆは、例えば、ベース板２１Ａに対し、レンズ保護部２
０の保護部他面２０Ｂでもある当該ベース板２１Ａの他面側から一面２１ＡＸ側に打ち出
すようにして形成されている。
【０１０６】
　そしてカバー保護用凸部２１Ｆは、ベース板２１Ａの一面２１ＡＸから当該カバー保護
用凸部２１Ｆの凸面（すなわち、カバー保護用凸部２１Ｆの頂上の平坦な面）までの高さ
が、左側支柱部２１Ｂよりも低い所定の高さに選定されている。
【０１０７】
　さらにベース板２１Ａの他面には、左下隅部に深皿状のアクチュエータ収納部２１Ｇが
設けられている。そしてアクチュエータ収納部２１Ｇには、電磁アクチュエータ２２が収
納されている。
【０１０８】
　ここで、電磁アクチュエータ２２は、一対のヨーク２２Ａ及び２２Ｄの一端部に固定子
コイル２２Ｃが保持されると共に、当該一対のヨーク２２Ａ及び２２Ｄの他端部間に、永
久磁石を有する回転子２２Ｄが配置されている。
【０１０９】
　そして電磁アクチュエータ２２の回転子２２Ｄは、当該回転子２２Ｄの一方の端面をア
クチュエータ収納部２１Ｇの底面（すなわち、ベース板２１Ａの他面）に対向させて、当
該底面に植設された軸部（図示せず）に回動可能に枢支されている。
【０１１０】
　またアクチュエータ収納部２１Ｇの開口部には、板状の蓋部２３がねじ２４を介して取
り付けられている。これによりアクチュエータ収納部２１Ｇは、電磁アクチュエータ２２
を脱落させずに保持している。
【０１１１】
　ところで、電磁アクチュエータ２２は、回転子２２Ｄを、固定子コイル２２Ｃに供給さ
れる電流の供給方向に応じた一方及び他方の回転方向に所定の角度範囲内で回動させ得る
電流制御式のアクチュエータである。
【０１１２】
　そして電磁アクチュエータ２２は、回転子２２Ｄの側面の所定位置に当該回転子２２Ｄ
の一方の端面から突出するように回動伝達用突起２２ＤＸが設けられている。
【０１１３】
　またアクチュエータ収納部２１Ｇの底面には、電磁アクチュエータ２２の回転子２２Ｄ
の回動に応じた回動伝達用突起２２ＤＸの変位範囲に対向させて、円弧状の長孔でなる回
動伝達用孔部２１ＧＸが穿設されている。
【０１１４】
　よってアクチュエータ収納部２１Ｇは、電磁アクチュエータ２２の回動伝達用突起２２
ＤＸを、回動伝達用孔部２１ＧＸに通してベース板２１Ａの一面２１ＡＸ側に突き出させ
ている。
【０１１５】
　さらにベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、カバー保護用凸部２１Ｆの上端部近傍に上
側軸部２１Ｈが植設されると共に、当該カバー保護用凸部２１Ｆの下端部近傍に下側軸部
２１Ｊが植設されている。
【０１１６】
　そしてベース板２１Ａの上側軸部２１Ｈは、略Ｗ字状に形成された上側カバー駆動板２
５の一面中央の内壁寄り（すなわち、上側カバー駆動板２５の左端から右端までの中間位
置）に穿設された軸受孔部２５Ａに挿入されている。
【０１１７】
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　実際に上側カバー駆動板２５は、一面をベース板２１Ａの一面２１ＡＸと対向させ、か
つ弓形状の左腕部２５Ｂ及び右腕部２５Ｃの内壁を孔部２１ＡＹ及び２１ＡＺに向けるよ
うにして、軸受孔部２５Ａに上側軸部２１Ｈが挿入されている。
【０１１８】
　ただし、上側カバー駆動板２５は、一面中央の外壁寄りに板状の係合突起２５Ｄが当該
外壁よりも外側に突出するように設けられている。またレンズ側フレーム２１は、上側支
柱部２１Ｄにおいて下側支柱部２１Ｅと対向する下側壁の中央部に板状の抜防止突起２１
ＤＸが設けられている。
【０１１９】
　そしてレンズ側フレーム２１は、上側支柱部２１Ｄの抜防止突起２１ＤＸとベース板２
１Ａの一面２１ＡＸとの間に、上側カバー駆動板２５の係合突起２５Ｄが差し込まれてい
る。
【０１２０】
　これによりレンズ側フレーム２１は、上側カバー駆動板２５を、上側軸部２１Ｈを中心
にして回動可能に保持すると共に、当該上側カバー駆動板２５が脱落することを防止して
いる。
【０１２１】
　またベース板２１Ａの一面２１ＡＸには、左上隅部及び右上隅部にそれぞれ回転規制部
２１Ｋ及び２１Ｌが突設されている。よってレンズ側フレーム２１は、上側カバー駆動板
２５が、レンズフード５の底開口部５ＣＸ側から見て時計回り方向に回転した場合、右腕
部２５Ｃの外壁の所定部分を右側の回転規制部２１Ｌに突き当てて回転を規制する。
【０１２２】
　またレンズ側フレーム２１は、上側カバー駆動板２５が、レンズフード５の底開口部５
ＣＸ側から見て反時計回り方向に回転した場合、左腕部２５Ｂの外壁の所定部分を左側の
回転規制部２１Ｋに突き当てて回転を規制する。
【０１２３】
　このようにしてレンズ側フレーム２１は、上側カバー駆動板２５を左腕部２５Ｂ及び右
腕部２５Ｃが孔部２１ＡＹ及び２１ＡＺ内に進入しない所定の角度範囲内で回動可能に保
持している。
【０１２４】
　またベース板２１Ａの下側軸部２１Ｊは、略Ｗ字状に形成された下側カバー駆動板２６
の一面中央の内壁寄り（すなわち、下側カバー駆動板２６の左端から右端までの中間位置
）に穿設された軸受孔部２６ＡＸに挿入されている。
【０１２５】
　実際に下側カバー駆動板２６は、一面をベース板２１Ａの一面２１ＡＸと対向させ、か
つ弓形状の左腕部２６Ｂ及び右腕部２６Ｃの内壁を孔部２１ＡＹ及び２１ＡＺに向けるよ
うにして、軸受孔部２６Ａに下側軸部２１Ｊが挿入されている。
【０１２６】
　ところで、下側カバー駆動板２６は、上側カバー駆動板２５と同一の形状及び大きさを
有するように形成されている。よって下側カバー駆動板２６も、一面中央の外壁寄りに板
状の係合突起２６Ｄが当該外壁よりも外側に突出するように設けられている。
【０１２７】
　またレンズ側フレーム２１は、下側支柱部２１Ｅにおいて上側支柱部２１Ｄと対向する
上側壁の中央部に板状の抜防止突起２１ＥＸが設けられている。
【０１２８】
　そしてレンズ側フレーム２１は、下側支柱部２１Ｅの抜防止突起２１ＥＸとベース板２
１Ａの一面２１ＡＸとの間に、下側カバー駆動板２６の係合突起２６Ｄが差し込まれてい
る。
【０１２９】
　これによりレンズ側フレーム２１は、下側カバー駆動板２６を、下側軸部２１Ｊを中心
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にして回動可能に保持すると共に、当該下側カバー駆動板２６が脱落することを防止して
いる。
【０１３０】
　ただし、下側カバー駆動板２６は、一面の左腕部２６Ｂ側に、電磁アクチュエータ２２
の回転子２２Ｄの回動に応じた回動伝達用突起２２ＤＸの変位範囲に対応させて、長孔で
なる突起挿入孔部２６Ｅが穿設されている。そして下側カバー駆動板２６は、突起挿入孔
部２６Ｅに電磁アクチュエータ２２の回動伝達用突起２２ＤＸが挿入されている。
【０１３１】
　よって下側カバー駆動板２６は、電磁アクチュエータ２２の回転子２２Ｄの回動に応じ
て、当該回転子２２Ｄの回動が回動伝達用突起２２ＤＸの変位として伝達される。
【０１３２】
　これにより下側カバー駆動板２６は、電磁アクチュエータ２２の回転伝達用突起２２Ｄ
Ｘの変位に応じて、レンズ側フレーム２１の下側軸部２１Ｊを中心にして回動し得るよう
になされている。
【０１３３】
　そして上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６には、それぞれ略Ｌ字状に形成
された板状の上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８により全体として略長方形の平
板状となるレンズ保護カバー２９が取り付けられている。
【０１３４】
　実際に上側カバー駆動板２５は、他面において左腕部２５Ｂの先端部に左側軸部２５Ｅ
が植設されると共に、右腕部２５Ｃの先端部に右側軸部２５Ｆが植設されている。
【０１３５】
　また下側カバー駆動板２６も、他面において左腕部２６Ｂの先端部に左側軸部２６Ｆが
植設されると共に、右腕部２６Ｃの先端部に右側軸部２６Ｇが植設されている。
【０１３６】
　一方、上側カバー半体２７は、例えば、所定の樹脂材により略Ｌ字状に一体成形されて
いる。そして上側カバー半体２７は、幅の比較的広い略長方形の板状の上カバー本体２７
Ａと、長さが適宜選定され幅の比較的狭い略短冊状の腕部２７Ｂとを有している。
【０１３７】
　因みに、上側カバー半体２７は、上カバー本体２７Ａの長さ（すなわち、保護部長手方
向の長さ）が例えば、レンズフード５の底開口部５ＣＸの幅（すなわち、筐体幅方向の長
さ）に応じて適宜選定されている。
【０１３８】
　また上側カバー半体２７は、上カバー本体２７Ａの幅（すなわち、保護部短手方向の長
さ）が、例えば、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の半径に応じて適宜選定さ
れている。
【０１３９】
　そして上側カバー半体２７の一面２７Ｃには、上カバー本体２７Ａにおいて腕部２７Ｂ
の配置側の角部に本体側軸受孔部２７Ｄが穿設されると共に、当該腕部２７Ｂの先端部に
腕部側軸受孔部２７Ｅが穿設されている。
【０１４０】
　また下側カバー半体２８は、上側カバー半体２７と同一の形状及び大きさを有するよう
に例えば、所定の樹脂材により略Ｌ字状に一体成形され、幅の比較的広い略長方形の板状
の下カバー本体２８Ａと、幅の比較的狭い略短冊状の腕部２８Ｂとを有している。
【０１４１】
　そして下側カバー半体２８の一面２８Ｃは、下カバー本体２８Ａにおいて腕部２８Ｂの
配置側の角部に本体側軸受孔部２８Ｄが穿設されると共に、当該腕部２８Ｂの先端部に腕
部側軸受孔部２８Ｅが穿設されている。
【０１４２】
　この場合、上側カバー半体２７は、一面２７Ｃをレンズ側フレーム２１の一面２１ＡＸ
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に向けた状態で、本体側軸受孔部２７Ｄに上側カバー駆動板２５の左側軸部２５Ｅが挿入
されている。
【０１４３】
　また上側カバー半体２７は、一面２７Ｃをレンズ側フレーム２１の一面２１ＡＸに向け
た状態で、腕部側軸受孔部２７Ｅに下側カバー駆動板２６の左側軸部２６Ｆが挿入されて
いる。
【０１４４】
　一方、下側カバー半体２８は、一面２８Ｃをレンズ側フレーム２１の一面２１ＡＸに向
けた状態で、本体側軸受孔部２８Ｄに下側カバー駆動板２６の右側軸部２６Ｇが挿入され
ている。
【０１４５】
　また下側カバー半体２８は、一面２８Ｃをレンズ側フレーム２１の一面２１ＡＸに向け
た状態で、腕部側軸受孔部２８Ｅに上側カバー駆動板２５の右側軸部２５Ｆが挿入されて
いる。
【０１４６】
　このようにして上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８は、上側カバー駆動板２５
及び下側カバー駆動板２６に連結され、当該上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板
２６の回動に応じて変位し得るようになされている。
【０１４７】
　そしてレンズ保護部２０は、レンズ保護カバー２９の前に配置される（すなわち、左目
用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａから最も離れて位置する）
板状の前側フレーム３０を有している。
【０１４８】
　この場合、前側フレーム３０は、例えば、所定の樹脂材により略レーストラック状の外
形を有するように成形されている。また前側フレーム３０の一面３０Ａには、中央部に左
目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを同時に露出させるため
の（すなわち、保護部長手方向に長い）長孔３０ＡＸが穿設されている。
【０１４９】
　そして前側フレーム３０は、レンズ保護部２０の保護部一面２０Ａでもある他面をレン
ズフード５の底開口部５ＣＸに向け、かつ一面３０Ａをレンズ側フレーム２１の一面２１
Ａに向けて、当該レンズフレーム２１にねじ３１乃至３４を介して取り付けられている。
【０１５０】
　このようにしてレンズ保護部２０は、レンズ側フレーム２１及び前側フレーム３０の間
に、互いに連結した上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６と上側カバー半体２
７及び下側カバー半体２８とを収納するようにして形成されている。
【０１５１】
　ここで、図６及び図７に示すように、上側カバー駆動板２５は、上述したレンズ側フレ
ーム２１のカバー保護用凸部２１Ｆの高さ以下の所定の厚みに選定されている。
【０１５２】
　そして上側カバー駆動板２５は、レンズ側フレーム２１においてカバー保護用凸部２１
Ｆの上端部と、上側支柱部２１Ｄとの間で保持部長手方向に広がる凹み部分に配置されて
いる。
【０１５３】
　また下側カバー駆動板２６は、上側カバー駆動板２５の厚みと等しい厚み（すなわち、
上述したレンズ側フレーム２１のカバー保護用凸部２１Ｆの高さ以下の所定の厚み）に選
定されている。
【０１５４】
　そして下側カバー駆動板２６は、レンズ側フレーム２１においてカバー保護用凸部２１
Ｆの下端部と、下側支柱部２１Ｅとの間で保持部長手方向に広がる凹み部分に配置されて
いる。
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【０１５５】
　さらに上側カバー半体２７は、レンズ側フレーム２１においてカバー保護用凸部２１Ｆ
の凸面から上側支柱部２１Ｄの頂上までの長さよりも僅かに短い（すなわち、薄い）所定
の厚みに選定されている。さらにまた下側カバー半体２８は、上側カバー半体２７の厚み
と等しい厚みに選定されている。
【０１５６】
　そして上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８は、上側カバー駆動板２５及び下側
カバー駆動板２６に、当該上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６より前に位置
するように取り付けられている。
【０１５７】
　これにより上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８は、上側カバー駆動板２５及び
下側カバー駆動板２６の回動に応じて、カバー保護用凸部２１Ｆの凸面と前側フレーム３
０との間の空間内で変位し得るようになされている。
【０１５８】
　実際にレンズ保護部２０は、カメラ筐体２内の後述する制御部からドライバを介して、
例えば、ビデオカメラ１の起動時や動作停止時にアクチュエータ制御電流が供給方向を変
えて電磁アクチュエータ２２の固定子コイル２２Ｃに供給される。
【０１５９】
　そして電磁アクチュエータ２２は、固定子コイル２２Ｃによりアクチュエータ制御電流
の供給方向に応じてヨーク２２Ａ及び２２Ｂを介し回転子２２Ｄを時計回り方向や反時計
回り方向へ回転させる。
【０１６０】
　図８に示すように、レンズ保護部２０は、例えば、電磁アクチュエータ２２の回転子２
２Ｄが時計回り方向に回転した場合、当該回転子２２Ｄの時計回り方向への回転を、回動
伝達用突起２２ＤＸの変位として下側カバー駆動板２６に伝達する。
【０１６１】
　すなわち、下側カバー駆動板２６は、回転子２２Ｄが時計回り方向へ回転すると、軸受
孔部２６Ａよりも左寄りに穿設された突起挿入孔部２６Ｅの内壁上側が、当該回転子２２
Ｄの回転に応じて変位する回動伝達用突起２２ＤＸによって左上側へ押される。
【０１６２】
　従って下側カバー駆動板２６は、回転子２２Ｄの時計回り方向への回転に応じた回動伝
達用突起２２ＤＸの変位に応じて、軸受孔部２６Ａに挿入されているレンズ側フレーム２
１の下側軸部２１Ｊを中心にして反時計回り方向へ回転する。
【０１６３】
　これにより下側カバー駆動板２６は、左腕部２６Ｂの先端部を上側へ変位させて、当該
左腕部２６Ｂに連結された上側カバー半体２７の腕部２７Ｂと共に上カバー本体２７Ａを
上側へ押し上げる。
【０１６４】
　また下側カバー駆動板２６は、この際、右腕部２６Ｃの先端部を下側へ変位させて、当
該右腕部２６Ｃに連結された下側カバー半体２８の下カバー本体２８Ａと共に腕部２８Ｂ
を下側へ引き下げる。
【０１６５】
　よって上側カバー駆動板２５は、この際、上側カバー半体２７の上側への押し上げに応
じて、これに連結された左腕部２５Ｂを上側へ変位させ、かつ下側カバー半体２８の下側
への引き下げに応じて、これに連結された右腕部２５Ｃを下側へ変位させる。
【０１６６】
　すなわち、上側カバー駆動板２５は、下側カバー駆動板２６の反時計回り方向への回転
に応じて、軸受孔部２５Ａに挿入されているレンズ側フレーム２１の上側軸部２１Ｈを中
心にして反時計回り方向へ回転する。
【０１６７】
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　そして上側カバー駆動板２５は、反時計回り方向へ所定の角度まで回転すると、左腕部
２５Ｂの先端部分の外壁を、レンズ側フレーム２１の左側の回転規制部２１Ｋに突き当て
て回転を停止させると共に、これに応じて下側カバー駆動板２６の回転も停止させる。
【０１６８】
　このようにしてレンズ保護部２０は、上側カバー半体２７の上カバー本体２７Ａを筐体
幅方向と平行にしたまま、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の上側の上側退避
位置に移動（退避）させる。
【０１６９】
　またレンズ保護部２０は、下側カバー半体２８の下カバー本体２８Ａを筐体幅方向と平
行にしたまま、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の下側の下側退避位置に移動
（退避）させる。
【０１７０】
　すなわち、レンズ保護部２０は、電磁アクチュエータ２２の回転子２２Ｄの時計回り方
向への回転に応じて、上側カバー半体２７の上カバー本体２７Ａと、下側カバー半体２８
の下カバー本体２８Ａとを互いに平行にしたまま、所定の距離だけ離間させる。
【０１７１】
　これによりレンズ保護部２０は、上述の図１に示したように、左目用撮像レンズ３及び
右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａの前からレンズ保護カバー２９を退避させる。
【０１７２】
　よってレンズ保護部２０は、レンズフード５の底開口部５ＣＸを開放して左目用撮像レ
ンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを同時に外部に露出させて撮像可能
な状態にする。
【０１７３】
　一方、図９に示すように、レンズ保護部２０は、例えば、電磁アクチュエータ２２の回
転子２２Ｄが反時計回り方向に回転した場合、当該回転子２２Ｄの反時計回り方向への回
転を、回動伝達用突起２２ＤＸの変位として下側カバー駆動板２６に伝達する。
【０１７４】
　すなわち、下側カバー駆動板２６は、回転子２２Ｄが時計回り方向へ回転すると、突起
挿入孔部２６Ｅの内壁下側が、当該回転子２２Ｄの回転に応じて変位する回動伝達用突起
２２ＤＸによって右下側へ押される。
【０１７５】
　従って下側カバー駆動板２６は、回転子２２Ｄの反時計回り方向への回転に応じた回動
伝達用突起２２ＤＸの変位に応じて、軸受孔部２６Ａに挿入されているレンズ側フレーム
２１の下側軸部２１Ｊを中心にして時計回り方向へ回転する。
【０１７６】
　これにより下側カバー駆動板２６は、左腕部２６Ｂの先端部を下側へ変位させて、当該
左腕部２６Ｂに連結された上側カバー半体２７の腕部２７Ｂと共に上カバー本体２７Ａを
下側へ引き下げる。
【０１７７】
　また下側カバー駆動板２６は、この際、右腕部２６Ｃの先端部を上側へ変位させて、当
該右腕部２６Ｃに連結された下側カバー半体２８の下カバー本体２８Ａと共に腕部２８Ｂ
を上側へ押し上げる。
【０１７８】
　よって上側カバー駆動板２５は、この際、上側カバー半体２７の下側への引き下げに応
じて、これに連結された左腕部２５Ｂを下側へ変位させ、かつ下側カバー半体２８の上側
への押し上げに応じて、これに連結された右腕部２５Ｃを上側へ変位させる。
【０１７９】
　すなわち、上側カバー駆動板２５は、下側カバー駆動板２６の時計回り方向への回転に
応じて、軸受孔部２５Ａに挿入されているレンズ側フレーム２１の上側軸部２１Ｈを中心
にして時計回り方向へ回転する。
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【０１８０】
　そして上側カバー駆動板２５は、時計回り方向へ所定の角度まで回転すると、右腕部２
５Ｃの先端部分の外壁を、レンズ側フレーム２１の右側の回転規制部２１Ｌに突き当てて
回転を停止させると共に、これに応じて下側カバー駆動板２６の回転も停止させる。
【０１８１】
　このようにしてレンズ保護部２０は、上側カバー半体２７の上カバー本体２７Ａを筐体
幅方向と平行にしたまま、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び
４Ａの上半分を外部から隠蔽する上側隠蔽位置に移動させる。
【０１８２】
　またレンズ保護部２０は、下側カバー半体２８の下カバー本体２８Ａを筐体幅方向と平
行にしたまま、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａの下半
分を外部から隠蔽する下側隠蔽位置に移動させる。
【０１８３】
　これによりレンズ保護部２０は、上側カバー半体２７の上カバー本体２７Ａと、下側カ
バー半体２８の下カバー本体２８Ａとを互いに平行にしたまま、上カバー本体２７Ａの下
端部と、これに対向する下カバー本体２８Ａの上端部とを突き当てさせる。
【０１８４】
　ここで、図１０に示すように、上カバー本体２７Ａの下端部には、左右のほぼ中心より
も左側の部分において下端面２７Ｆと一面２７Ｃとの縁部に、保持部長手方向に沿って当
該上カバー本体２７Ａの厚みを薄くするように切欠部２７Ｇが形成されている。
【０１８５】
　また上カバー本体２７Ａの下端部には、左右のほぼ中心よりも右側の部分において下端
面２７Ｆと他面２７Ｈとの縁部に、保持部長手方向に沿って当該上カバー本体２７Ａより
も薄く、先端が平坦な張出部２７Ｊが形成されている。
【０１８６】
　一方、下カバー本体２８Ａの上端部には、左右のほぼ中心よりも左側の部分において下
端面２８Ｆと他面２８Ｇとの縁部に、保持部長手方向に沿って当該下カバー本体２８Ａよ
りも薄く、先端が平坦な張出部２８Ｈが形成されている。
【０１８７】
　また下カバー本体２８Ａの上端部には、左右のほぼ中心よりも右側の部分において下端
面２８Ｆと一面２８Ｃとの縁部に、保持部長手方向に沿って当該下カバー本体２８Ａの厚
みを薄くするように切欠部２８Ｊが形成されている。
【０１８８】
　よってレンズ保護部２０は、この際、上カバー本体２７Ａの下端部と下カバー本体２８
Ａの下端部とを、互いに対向する切欠部２７Ｇ及び張出部２８Ｈと、張出部２７Ｊ及び切
欠部２８Ｊとを介して嵌合させる。
【０１８９】
　すなわち、レンズ保護部２０（図９）は、電磁アクチュエータ２２の回転子２２Ｄの反
時計回り方向への回転に応じて、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３
Ａ及び４Ａの前で、上側カバー半体２７と下側カバー半体２８とを一体化する。
【０１９０】
　これによりレンズ保護部２０は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面
３Ａ及び４Ａの前で、上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８から上カバー本体２７
Ａの幅の２倍の幅を有する略平板状の１つのレンズ保護カバー２９を形成する。
【０１９１】
　因みに、以下の説明では、上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を一体化して形
成される１つのレンズ保護カバー２９において前側に向く面を、カバー正面とも呼び、後
ろ側に向く面を、カバー背面とも呼ぶ。
【０１９２】
　このようにして図１１に示すように、レンズ保護部２０は、レンズ保護カバー２９によ
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りレンズフード５の底開口部５ＣＸを閉塞するようにして、左目用撮像レンズ３及び右目
用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを同時に外部から隠蔽し保護することができる。
【０１９３】
［１－４．ビデオカメラの回路構成］
　次いで、図１２を用いて、ビデオカメラ１の回路構成について説明する。ビデオカメラ
１は、例えば、マイクロプロセッサ構成の制御部４０を有している。
【０１９４】
　制御部４０は、内部のメモリに予め記憶された基本プログラムやアプリケーションプロ
グラム等の各種プログラムに従いビデオカメラ１全体を制御すると共に、所定の演算処理
を実行する。
【０１９５】
　また制御部４０は、上述したズームボタン１１やシャッタボタン１２、録画ボタン１３
等の各種操作ボタンや、例えば、表示部１７の表示パネル１７Ａ上に設けられたタッチパ
ネル等からなる操作部４１の操作に応じた各種処理も実行する。
【０１９６】
　これにより制御部４０は、例えば、操作部４１の操作に応じてビデオカメラ１を起動さ
せると、ドライバ４２を介して電磁アクチュエータ２２を上述のように駆動制御する。
【０１９７】
　よって制御部４０は、レンズ保護部２０において上側カバー半体２７及び下側カバー半
体２を上側退避位置及び下側退避位置に移動させて左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レ
ンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを外部に露出させる。
【０１９８】
　これにより制御部４０は、被写体を含む撮影範囲から到来する撮像光を、左目用撮像部
４３において左目用レンズ鏡筒Ｌ１内の左目用撮像レンズ３を含む各種光学素子を介して
左目用撮像素子４４の受光面で受光する。
【０１９９】
　また制御部４０は、被写体を含む撮影範囲から到来する撮像光を、右目用撮像部４５に
おいて右目用レンズ鏡筒Ｌ２内の右目用撮像レンズ４を含む各種光学素子を介して右目用
撮像素子４６の受光面で受光する。
【０２００】
　この際、制御部４０は、ドライバ４２を介して、左目用レンズ鏡筒Ｌ１に設けられてい
るモータ（図示せず）を適宜駆動制御することにより、当該左目用レンズ鏡筒Ｌ１内にお
いて光学素子としてのフォーカスレンズの位置や絞りの開口量等を調整する。
【０２０１】
　また制御部４０は、ドライバ４２を介して右目用レンズ鏡筒Ｌ２に設けられているモー
タ（図示せず）も適宜駆動制御することにより、当該右目用レンズ鏡筒Ｌ２内において光
学素子としてのフォーカスレンズの位置や絞りの開口量等を調整する。
【０２０２】
　これにより制御部４０は、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒Ｌ２において、
被写体を含む撮影範囲に対するフォーカスや露出を自動調整する。
【０２０３】
　また制御部４０は、この際、操作部４１が操作されズームが指示されると、これに応じ
てドライバ４２を介して、左目用レンズ鏡筒Ｌ１に設けられているモータ、及び右目用レ
ンズ鏡筒Ｌ２に設けられているモータを駆動制御する。
【０２０４】
　これにより制御部４０は、左目用レンズ鏡筒Ｌ１内において光学素子としてのズームレ
ンズを光軸に沿って移動させると共に、右目用レンズ鏡筒Ｌ２内において光学素子として
のズームレンズも光軸に沿って移動させる。このようにして制御部４０は、撮影範囲を広
げ又は狭めるようにズーム倍率を調整する。
【０２０５】
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　この状態で制御部４０は、左目用撮像素子４４及び右目用列像素子４６を制御する。よ
って左目用撮像素子４４は、制御部４０の制御のもと、受光面で受光している撮像光を所
定周期で光電変換して、当該撮像光に応じたアナログの左目用光電変換信号を順次生成し
てカメラ信号処理部４７に送出する。
【０２０６】
　また右目用撮像素子４６も、左目用撮像素子４４と同様に制御部４０の制御のもと、受
光面で受光している撮像光を所定周期で光電変換して、当該撮像光に応じたアナログの右
目用光電変換信号を順次生成してカメラ信号処理部４７に送出する。
【０２０７】
　カメラ信号処理部４７は、左目用撮像素子４４及び右目用撮像素子４６から左目用光電
変換信号及び右目用光電変換信号が与えられる毎に、当該左目用光電変換信号及び右目用
光電変換信号にそれぞれ増幅処理やノイズ低減処理等の所定のアナログ処理を施す。
【０２０８】
　これによりカメラ信号処理部４７は、左目用光電変換信号及び右目用光電変換信号に基
づきアナログの左目用撮像信号及び右目用撮像信号を生成する。
【０２０９】
　またカメラ信号処理部４７は、左目用撮像信号及び右目用撮像信号を生成する毎に、こ
れら左目用撮像信号及び右目用撮像信号をアナログデジタル変換処理してデジタルの左目
用撮像データ及び右目用撮像データを生成する。
【０２１０】
　さらにカメラ信号処理部４７は、左目用撮像データ及び右目用撮像データにそれぞれシ
ェーディング補正処理や、表示部１７の表示パネル１７Ａの解像度に応じた画像縮小処理
等の撮影状態提示用のデジタル処理を施す。
【０２１１】
　さらにまたカメラ信号処理部４７は、左目用撮像データ及び右目用撮像データに撮影状
態提示用のデジタル処理を施す毎に、当該デジタル処理を施した左目用撮像データ及び右
目用撮像データを表示パネル１７Ａに送出する。
【０２１２】
　これによりカメラ信号処理部４７は、表示パネル１７Ａに左目用撮像データ及び右目用
撮像データに基づく左目用撮像画像及び右目用撮像画像を動画像のように表示する。
【０２１３】
　このようにしてカメラ信号処理部４７は、表示パネル１７Ａに表示した左目用撮像画像
及び右目用撮像画像をユーザに立体視させて、撮影範囲や構図、フォーカス等のような被
写体の撮影状態を確認させることができる。
【０２１４】
　この状態で制御部４０は、操作部４１が操作され動画撮影の開始が指示されると、この
後、当該操作部４１が操作され動画撮影の終了が指示されるまでの間、カメラ信号処理部
４７及び画像処理部４８を動画撮影用に制御する。
【０２１５】
　この場合、カメラ信号処理部４７は、動画撮影の開始から終了までの間、上述と同様に
左目用撮像データ及び右目用撮像データを生成して表示パネル１７Ａに送出することによ
り、表示パネル１７Ａに左目用撮像画像及び右目用撮像画像を動画像のように表示する。
【０２１６】
　またカメラ信号処理部４７は、係る処理と並行して、順次生成した左目用撮像データ及
び右目用撮像データにそれぞれシェーディング補正処理や、予め動画撮影用に選定された
解像度に応じた画像縮小処理等の動画撮影用のデジタル処理を施す。
【０２１７】
　そしてカメラ信号処理部４７は、このように左目用撮像データ及び右目用撮像データに
動画撮影用のデジタル処理を施す毎に、当該デジタル処理によって得られた左目用画像デ
ータ及び右目用画像データを画像処理部４８に送出する。
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【０２１８】
　ところで、デジタルカメラ１には、上述のマイクロホンを含む音声生成部４９が設けら
れている。音声生成部４９は、動画撮影の開始から終了までの間、制御部４０の制御のも
と、マイクロホンを介してデジタルカメラ１の周囲の音声を集音してアナログの音声信号
を生成する。
【０２１９】
　また音声生成部４９は、その音声信号に増幅処理及びアナログデジタル変換処理等を施
してデジタルの音声データを生成して制御部４０に送出する。制御部４０は、音声生成部
４９から音声データが与えられると、その音声データを画像処理部４８に送出する。
【０２２０】
　画像処理部４８は、カメラ信号処理部４７から左目用画像データ及び右目用画像データ
が与えられる毎に、当該左目用画像データ及び右目用画像データにそれぞれ所定の圧縮符
号化方式で圧縮符号化処理を施す。
【０２２１】
　また画像処理部４８は、この際、制御部４０から与えられる音声データについても所定
の圧縮符号化方式で圧縮符号化処理を施す。
【０２２２】
　さらに画像処理部４８は、このように左目用画像データ及び右目用画像データと音声デ
ータとに圧縮符号化処理を施しながら、これらを所定単位毎に時分割多重化して多重化デ
ータを生成する。
【０２２３】
　そして画像処理部４８は、多重化データを記録媒体５０に送出して、当該記録媒体５０
に多重化データを記録する。このようにして制御部４０は、被写体を動画撮影して、その
結果得られた左目用画像データ及び右目用画像データを音声データと共に多重化データと
して記録媒体５０に記録することができる。
【０２２４】
　また制御部４０は、操作部４１が操作され写真撮影が指示されると、左目用撮像素子４
４及び右目用列像素子４６と、カメラ信号処理部４７及び画像処理部４８とを写真撮影用
に制御する。
【０２２５】
　実際に制御部４０は、左目用撮像素子４４及び右目用列像素子４６においてそれぞれ撮
像光により受光面を所定のシャッタスピードで写真撮影用に露光する。
【０２２６】
　よって左目用撮像素子４４は、受光面を露光した撮像光を光電変換して、当該露光した
撮像光に応じた左目用光電変換信号を生成してカメラ信号処理部４７に送出する。
【０２２７】
　また右目用撮像素子４６も、受光面を露光した撮像光を光電変換して、当該露光した撮
像光に応じた右目用光電変換信号を生成してカメラ信号処理部４７に送出する。
【０２２８】
　カメラ信号処理部４７は、この際、左目用撮像素子４４及び右目用撮像素子４６から与
えられた左目用光電変換信号及び右目用光電変換信号に、それぞれ上述と同様にアナログ
処理を施して左目用撮像信号及び右目用撮像信号を生成する。
【０２２９】
　またカメラ信号処理部４７は、これら左目用撮像信号及び右目用撮像信号をアナログデ
ジタル変換処理して左目用撮像データ及び右目用撮像データを生成する。
【０２３０】
　さらにカメラ信号処理部４７は、左目用撮像データ及び右目用撮像データにそれぞれシ
ェーディング補正処理や、予め写真撮影用に選定された解像度に応じた画像縮小処理等の
写真撮影用のデジタル処理を施す。
【０２３１】
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　そしてカメラ信号処理部４７は、このように左目用撮像データ及び右目用撮像データに
写真撮影用のデジタル処理を施すと、当該デジタル処理によって得られた左目用画像デー
タ及び右目用画像データを画像処理部４８に送出する。
【０２３２】
　画像処理部４８は、カメラ信号処理部４７から左目用画像データ及び右目用画像データ
が与えられると、当該左目用画像データ及び右目用画像データにそれぞれ所定の圧縮符号
化方式で圧縮符号化処理を施す。
【０２３３】
　そして画像処理部４８は、これら圧縮符号化処理を施した左目用画像データ及び右目用
画像データを記録媒体５０に送出して、当該記録媒体５０に左目用画像データ及び右目用
画像データを記録する。
【０２３４】
　このようにして制御部４０は、被写体を写真撮影して、その結果得られた左目用画像デ
ータ及び右目用画像データを記録媒体５０に記録することができる。
【０２３５】
　そして制御部４０は、例えば、操作部４１の操作に応じてビデオカメラ１の動作を停止
させるときには、ドライバ４２を介して電磁アクチュエータ２２を上述のように駆動制御
する。
【０２３６】
　よって制御部４０は、レンズ保護部２０において上側カバー半体２７及び下側カバー半
体２８を上側隠蔽位置及び下側隠蔽位置に移動させてレンズ保護カバー２９を形成する。
これにより制御部４０は、そのレンズ保護カバー２９により左目用撮像レンズ３及び右目
用撮像レンズ４を外部から隠蔽する。
【０２３７】
　因みに制御部４０は、動画撮影や写真撮影の際、フラッシュ１０を適宜制御して発光さ
せることで、被写体を動画撮影用や写真撮影用に照明することができる。
【０２３８】
　ところで、制御部４０は、操作部４１が操作され動画再生が指示されると、画像処理部
４８を動画再生用に制御する。画像処理部４８は、この際、制御部４０の制御のもと、記
録媒体５０から多重化データを読み出す。
【０２３９】
　また画像処理部４８は、多重化データを左目用画像データ及び右目用画像データと音声
データとに分離する。さらに画像処理部４８は、これら左目用画像データ及び右目用画像
データを、伸長復号処理を施した後、表示パネル１７Ａの解像度に応じた画像縮小処理を
施して当該表示パネル１７Ａに送出する。
【０２４０】
　これにより画像処理部４８は、表示パネル１７Ａに左目用画像データ及び右目用画像デ
ータに基づく左目用画像及び右目用画像を動画像のように表示する。
【０２４１】
　また画像処理部４８は、この際、音声データを、伸長復号処理を施して制御部４０を介
して、例えば、スピーカを含む音声出力部５１に送出する。
【０２４２】
　音声出力部５１は、制御部４０の制御のもと、音声データをデジタルアナログ変換した
後、増幅処理を施して音声信号を生成するようにして、左目用画像及び右目用画像の表示
に同期させて、その音声信号に基づく音声をスピーカから出力する。
【０２４３】
　このようにして制御部４０は、動画撮影により得ていた左目用画像及び右目用画像を、
表示パネル１７Ａを介してユーザに立体視させながら、その動画撮影の際に録音していた
音声を、スピーカを介して聴かせることができる。
【０２４４】



(23) JP 2012-141442 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

　また制御部４０は、操作部４１が操作され写真再生が指示されると、画像処理部４８を
写真再生用に制御する。この際、画像処理部４８は、制御部４０の制御のもと、記録媒体
５０から左目用画像データ及び右目用画像データを読み出す。
【０２４５】
　また画像処理部４８は、これら左目用画像データ及び右目用画像データを、伸長復号処
理を施した後、表示パネル１７Ａの解像度に応じた画像縮小処理を施して当該表示パネル
１７Ａに送出する。
【０２４６】
　これにより画像処理部４８は、表示パネル１７Ａに左目用画像データ及び右目用画像デ
ータに基づく左目用画像及び右目用画像を写真画像のように表示する。
【０２４７】
　このようにして制御部４０は、写真撮影により得ていた左目用画像及び右目用画像を、
表示パネル１７Ａを介してユーザに立体視させることができる。
【０２４８】
［１－５．実施の形態の動作及び効果］
　以上の構成において、ビデオカメラ１は、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒
Ｌ２内の左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ３が、それぞれ入射面３Ａ及び４Ａを
前方向に向けて横一列に並べて配置されている。
【０２４９】
　またビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の前に、レンズ保
護カバー２９としての上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を有するレンズ保護部
２０が配置されている。
【０２５０】
　そしてビデオカメラ１は、被写体を撮像する場合、レンズ保護部２０において上側カバ
ー半体２７を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の上側の上側退避位置に移動さ
せる。
【０２５１】
　またビデオカメラ１は、レンズ保護部２０において下側カバー半体２８を左目用撮像レ
ンズ３及び右目用撮像レンズ４の下側の下側退避位置に移動させる。
【０２５２】
　これによりビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３
Ａ及び４Ａの前からレンズ保護カバー２９を退避させて、当該入射面３Ａ及び４Ａを同時
に外部に露出させ、被写体を撮像可能な状態にする。
【０２５３】
　一方、ビデオカメラ１は、被写体を撮像しない場合、レンズ保護部２０において上側カ
バー半体２７を上側退避位置から、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面
３Ａ及び４Ａの上半分にかかる上側隠蔽位置まで移動させる。
【０２５４】
　またビデオカメラ１は、レンズ保護部２０において下側カバー半体２８を下側退避位置
から、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａの下半分にかか
る下側隠蔽位置まで移動させる。
【０２５５】
　これによりビデオカメラ１は、上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を一体化し
て形成した１つの平板状のレンズ保護カバー２９を、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像
レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａの前に位置させる。
【０２５６】
　従ってビデオカメラ１は、被写体を撮像しない場合、１つのレンズ保護カバー２９によ
り左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを同時に外部から隠
蔽して傷や汚れがつくことを防止することができる。
【０２５７】
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　以上の構成によれば、ビデオカメラ１において、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レ
ンズ３を、入射面３Ａ及び４Ａを前方向に向けて横一列に並べて配置すると共に、当該左
目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の前に、上側退避位置及び上側隠蔽位置に移動
可能な上側カバー半体２７と、下側退避位置及び下側隠蔽位置に移動可能な下側カバー半
体２８とからなるレンズ保護カバー２９が設けられたレンズ保護部２０を配置するように
した。これによりビデオカメラ１は、被写体を撮像する場合には、上側カバー半体２７を
上側退避位置に移動させると共に、下側カバー半体２８を下側退避位置に移動させるよう
にしてレンズ保護カバー２９を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ
及び４Ａの前から退避させて、これら２つの入射面３Ａ及び４Ａを外部に露出させること
ができる。またビデオカメラ１は、被写体を撮像しない場合には、上側カバー半体２７を
上側隠蔽位置に移動させると共に、下側カバー半体２８を下側隠蔽位置に移動させるよう
にして、１つのレンズ保護カバー２９を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入
射面３Ａ及び４Ａの前に位置させて、これら２つの入射面３Ａ及び４Ａを同時に外部から
隠蔽することができる。従ってビデオカメラ１は、簡易な構成で左目用撮像レンズ３及び
右目用撮像レンズ４を容易に保護することができる。
【０２５８】
　またビデオカメラ１では、レンズ保護部２０においてレンズ側フレーム２１の２つの孔
部２１ＡＹ及び２１ＡＺの間部分に、前側に突出するカバー保護用凸部２１Ｆを設けるよ
うにした。
【０２５９】
　従ってビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の前に位置する
レンズ保護カバー２９のカバー正面が誤って指等で押されて、当該レンズ保護カバー２９
がカバー背面を後側に突き出すように反っても、カバー背面をカバー保護用凸部２１Ｆの
凸面に突き当てさせることができる。
【０２６０】
　よってビデオカメラ１は、レンズ保護カバー２９により左目用撮像レンズ３及び右目用
撮像レンズ４を外部から隠蔽している場合にカバー正面が押されても、カバー背面が入射
面３Ａ及び４Ａに突き当てられることを防止することができる。
【０２６１】
　すなわち、ビデオカメラ１は、レンズ保護カバー２９のカバー正面が押されても、カバ
ー背面により入射面３Ａ及び４Ａが傷つくことを確実に防止して、左目用撮像レンズ３及
び右目用撮像レンズ４を保護することができる。
【０２６２】
　ところで、ビデオカメラ１では、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面
３Ａ及び４Ａの前にレンズ保護カバー２９を位置させた場合、当該レンズ保護カバー２９
のカバー背面中央部にカバー保護用凸部２１Ｆの凸面を近接させるようにした。
【０２６３】
　よってビデオカメラ１は、レンズ保護カバー２９が、レンズフード５のフード用凹部５
Ｃ内に誤って差し入れられた指等に押されてカバー背面が後側に突き出すように反っても
、その反りを小さくするようにカバー保護用凸部２１Ｆで規制することができる。
【０２６４】
　従ってビデオカメラ１は、例えば、レンズ保護カバー２９が比較的薄く形成されている
場合でも、当該レンズ保護カバー２９が破損することをほぼ確実に防止することができる
。
【０２６５】
　またビデオカメラ１は、レンズ保護部２０において上側カバー半体２７及び下側カバー
半体２８の他面２７Ｈ及び２８Ｇに前側フレーム３０の一面３０Ａを近接させるようにし
た。
【０２６６】
　従ってビデオカメラ１は、上述のようにレンズ保護カバー２９が、カバー正面が押され
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てカバー背面を後側に突き出すように反った際、その反りにより左右の端部が前側に突き
出したとしても、当該左右の端部を前側フレーム３０の一面３０Ａに突き当てさせること
ができる。
【０２６７】
　このためビデオカメラ１は、レンズ保護カバー２９が、カバー背面を後側に突き出し、
左右の端部が前側に突き出すように反っても、その反りを極力小さくすることができる。
【０２６８】
　よってビデオカメラ１は、レンズ保護カバー２９が反っても、当該レンズ保護カバー２
９が上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６から外れることを防止することがで
きる。
【０２６９】
　またビデオカメラ１は、このようにレンズ保護カバー２９の反りを前後から規制するこ
とで、当該レンズ保護カバー２９が比較的薄く形成されている場合でも、当該レンズ保護
カバー２９が破損することを、さらに確実に防止することができる。
【０２７０】
　さらにビデオカメラ１では、レンズ保護部２０において上側カバー半体２７及び下側カ
バー半体２８を上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６を介して相互に連結させ
て、当該上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を連動させて移動させるようにした
。
【０２７１】
　すなわち、ビデオカメラ１では、上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８と上側カ
バー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６とにより、当該上側カバー半体２７及び下側カ
バー半体２８を平行にしたまま移動させる平行リンク機構を形成するようにした。
【０２７２】
　従ってビデオカメラ１は、レンズ保護部２０により左目用撮像レンズ３及び右目用撮像
レンズ４の入射面３Ａ及び４Ａを露出させ、また隠蔽する場合に、上側カバー半体２７及
び下側カバー半体２８の移動のタイミングがずれることを防止することができる。
【０２７３】
　またビデオカメラ１は、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の入射面３Ａ及び
４Ａにおいて上側半分及び下側半分の何れか一方のみが露出され、又は隠蔽された状態に
なり、撮影に支障をきたし、又は的確に保護し得なくなることも防止することができる。
【０２７４】
　ところで、ビデオカメラ１では、カメラ筐体２の筐体前端部にレンズフード５を設ける
と共に、当該レンズフード５の胴体部５Ａ内に左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ
４を配置するようにした。またビデオカメラ１では、レンズ保護カバー２９を上側カバー
半体２７及び下側カバー半体２８から構成するようにした。
【０２７５】
　そしてビデオカメラ１では、レンズフード５の胴体部５内において左目用撮像レンズ３
及び右目用撮像レンズ４の上側及び下側の空きスペースを利用して、上側カバー半体２７
及び下側カバー半体２８を退避させるようにした。従ってビデオカメラ１は、レンズ保護
カバー２９を退避させるために前後や左右、上下に大型化することを防止することができ
る。
【０２７６】
　またビデオカメラ１は、上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を移動させるため
の上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６も、レンズフード５の胴体部５内にお
いて上側及び下側の空きスペースに設けるようにした。
【０２７７】
　そしてビデオカメラ１では、上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６を、左目
用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の間に設けられた上側軸部２１Ｈ及び下側軸部２
１Ｊを中心にして筐体長手方向と直交する面内で角度範囲を制限して回動させるようにし
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た。
【０２７８】
　これによりビデオカメラ１は、上側カバー駆動板２５及び下側カバー駆動板２６を回動
させるために前後や左右、上下に大型化することも防止することができる。
【０２７９】
　さらにビデオカメラ１は、レンズフード５のフード部５Ｂにフラッシュ１０及びマイク
ロホンを設けるようにした。従ってビデオカメラ１は、フラッシュ１０やマイクロホンを
設けるために左右や上下に大型化することも防止することができる。
【０２８０】
＜２．変形例＞
［２－１　変形例１］
　なお上述した実施の形態においては、レンズ保護部２０において、ベース板２１Ａの他
面の左下隅部に電磁アクチュエータ２２を配置するようにした場合について述べた。
【０２８１】
　しかしながら本発明は、これに限らず、レンズ保護部２０において、ベース板２１Ａの
他面の右下隅部や右上隅部、左上隅部に電磁アクチュエータ２２を配置するようにしても
良い。
【０２８２】
　そして本発明は、電磁アクチュエータ２２の配置位置に応じて、当該電磁アクチュエー
タ２２の回転子２２Ｄにより、下側カバー駆動板２６ではなく、上側カバー駆動板２５を
回動させるようにしても良い。
【０２８３】
　また本発明は、例えば、図１３に示すように、レンズ保護部６０において、ベース板６
１の他面中央部に電磁アクチュエータ６２を配置するようにしても良い。
【０２８４】
　この場合、レンズ保護部６０は、ベース板６１の他面において２つの孔部６１Ａ及び６
１Ｂの間部分の上側に電磁アクチュエータ６２の固定子コイル６２Ａが配置されている。
【０２８５】
　またレンズ保護部６０は、ベース板６１の他面において２つの孔部６１Ａ及び６１Ｂの
間部分に、電磁アクチュエータ６２の固定子コイル６２Ａを保持する一対のヨーク６２Ｂ
及び６２Ｃが配置されている。
【０２８６】
　さらにレンズ保護部６０は、ベース板６１の他面において２つの孔部６１Ａ及び６１Ｂ
の間部分の下側に軸部が植設され、当該軸部に電磁アクチュエータ６２の回転子６２Ｄを
回動可能に枢支している。
【０２８７】
　さらにレンズ保護部６０は、ベース板６１の他面において２つの孔部６１Ａ及び６１Ｂ
の間部分の下側に、電磁アクチュエータ６２の回転子６２Ｄの回動に応じた回動伝達用突
起６２ＤＸの変位範囲に対向させて回動伝達用孔部６１Ｃが穿設されている。
【０２８８】
　そしてレンズ保護部６０は、電磁アクチュエータ６２の回動伝達用突起６２ＤＸを、回
動伝達用孔部６１Ｃに通してベース板６１Ａの一面２１Ｄ側に突き出させる。
【０２８９】
　また下側カバー駆動板６３は、一面の中央部に、電磁アクチュエータ６２の回転子６２
Ｄの回動に応じた回動伝達用突起６２ＤＸの変位範囲に対応させて、長孔でなる突起挿入
孔部６３Ａが穿設されている。
【０２９０】
　そして下側カバー駆動板６３は、突起挿入孔部６３Ａに電磁アクチュエータ６２の回動
伝達用突起６２ＤＸが挿入されている。
【０２９１】
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　本発明は、ビデオカメラに係る構成のレンズ保護部６０を設けるようにしても、上述の
実施の形態と同様に上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８を駆動することができる
。
【０２９２】
　また本発明は、レンズ保護部を図１３に示すように構成した場合、電磁アクチュエータ
６２の一対のヨーク６２Ｂ及び６２Ｃを同一の形状及び大きさ並びに長さに形成すること
ができる。よって本発明は、係る構成により電磁アクチュエータ６２において良好な磁気
バランスを確保することができる。
【０２９３】
　また本発明は、係る構成によれば、電磁アクチュエータ６２を左目用レンズ鏡筒Ｌ１及
び右目用レンズ鏡筒Ｌ２の間のスペースを有効に利用して配置することができ、ビデオカ
メラ１の小型化を図ることができる。
【０２９４】
［２－２　変形例２］
　また上述した実施の形態においては、上カバー本体２７Ａの下端部において左半分に切
欠部２７Ｇが形成されると共に、右半分に先端が平坦な張出部２７Ｊが形成された上側カ
バー半体２７を用いるようにした。
【０２９５】
　これに加えて上述した実施の形態においては、下カバー本体２８Ａの上端部において左
半分に先端が平坦な張出部２８Ｈが形成されると共に、右半分に切欠部２８Ｊが形成され
た下側カバー半体２８を用いるようにした場合について述べた。
【０２９６】
　しかしながら本発明は、これに限らず、上カバー本体２７Ａの下端部と、下カバー本体
２８Ａの上端部とが勘合可能なこの他種々の形状に形成された上側カバー半体２７及び下
側カバー半体２８を用いるようにしても良い。
【０２９７】
　ここで、図１４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、上側カバー半体６５において上カバー
本体６５Ａの下端部には、左右のほぼ中心よりも左側の部分に、一面６５Ｂから他面６５
Ｃに掛けて傾斜して当該他面６５Ｃ側が鋭角な先端となる切欠部６５Ｄが形成されている
。
【０２９８】
　また上側カバー半体６５において上カバー本体６５Ａの下端部には、左右のほぼ中心よ
りも右側の部分に、他面６５Ｃから一面６５Ｂに掛けて傾斜して当該一面６５Ｂ側が鋭角
な先端となる張出部６５Ｅが形成されている。
【０２９９】
　一方、下側カバー半体６６において下カバー本体６６Ａの上端部には、左右のほぼ中心
よりも左側の部分に、他面６６Ｂから一面６６Ｃに掛けて傾斜して当該一面６６Ｃ側が鋭
角な先端となる張出部６６Ｄが形成されている。
【０３００】
　また下側カバー半体６６において下カバー本体６６Ａの上端部には、左右のほぼ中心よ
りも右側の部分に、一面６６Ｃから他面６６Ｂに掛けて傾斜して当該他面６６Ｂ側が鋭角
な先端となる切欠部６６Ｅが形成されている。
【０３０１】
　そして本発明は、係る構成の上側カバー半体６５及び下側カバー半体６６を用いるよう
にしても、上カバー本体６５Ａの下端部と下カバー本体６６Ａの下端部とを密着性を向上
させて勘合させることができる。
【０３０２】
　よって本発明は、係る構成によれば、上側カバー半体６５と下側カバー半体６６とを一
体化してレンズ保護カバーを形成した場合、当該上側カバー半体６５と下側カバー半体６
６との勘合状態の安定化を図ることができる。
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【０３０３】
［２－３　変形例３］
　さらに上述した実施の形態においては、レンズ保護部２０において上側カバー半体２７
を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の上側の上側退避位置に退避させるように
した。
【０３０４】
　これに加えて上述した実施の形態においては、下側カバー半体２８を左目用撮像レンズ
３及び右目用撮像レンズ４の下側の下側退避位置に退避させるようにした場合について述
べた。
【０３０５】
　しかしながら本発明は、これに限らず、レンズ保護部において上側カバー半体及び下側
カバー半体を左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の上側又は下側の一方の上側退
避位置又は下側単位位置にまとめて退避させるようにしても良い。
【０３０６】
　また本発明は、レンズ保護カバーを分割し得ない１枚の板又はシートとして形成し、当
該１枚のレンズ保護カバーを左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の上側又は下側
の一方の上側退避位置又は下側単位位置に退避させるようにしても良い。
【０３０７】
　そして本発明は、係る構成の場合、例えば、レンズ保護カバーを予め中央部分が筐体幅
方向に亘り前側に突出するように反った形状に形成しておき、当該レンズ保護カバーを筐
体幅方向と平行な軸を中心にして回転させるようにして退避させるようにしても良い。
【０３０８】
　本発明は、係る構成によれば、レンズ保護カバーを一枚の板又はシートとして形成して
も、当該レンズ保護カバーを退避させるためのスペースを確保するためにビデオカメラが
筐体高さ方向に大型化することを極力回避することができる。
【０３０９】
［２－４　変形例４］
　さらに上述した実施の形態においては、本発明のレンズ保護装置を、図１乃至図１４に
ついて上述したレンズ保護部２０に適用するようにした場合について述べた。
【０３１０】
　しかしながら本発明は、これに限らず、レンズ保護カバーを手動で移動させるレンズ保
護部や、ビデオカメラ及びスチルカメラ等の撮像装置に着脱可能なレンズ保護部等のよう
に、この他種々の構成のレンズ保護装置を適用することができる。
【０３１１】
［２－５　変形例５］
　さらに上述した実施の形態においては、本発明のレンズユニットを、図１乃至図１４に
ついて上述したレンズ保護部２０、左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒Ｌ２から
なるレンズユニットＬＵに適用するようにした場合について述べた。
【０３１２】
　しかしながら本発明は、これに限らず、少なくともレンズ保護部２０、左目用レンズ鏡
筒Ｌ１及び右目用レンズ鏡筒Ｌ２を有し、単眼式又は２眼式のビデオカメラ及びスチルカ
メラ等の撮像装置に着脱可能なレンズユニットのように、この他種々の構成のレンズユニ
ットを適用することができる。
【０３１３】
［２－６　変形例６］
　さらに上述した実施の形態においては、本発明の撮像装置を、図１乃至図１４について
上述したビデオカメラ１に適用するようにした場合について述べた。
【０３１４】
　しかしながら本発明は、これに限らず、スチルカメラや、撮影機能を有するＰＤＡ（Pe
rsonal　Digital　Assistance）、パーソナルコンピュータ、携帯電話機及びゲーム機器
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等のように、この他種々の構成の撮像装置に適用することができる。
【０３１５】
［２－７　変形例７］
　さらに上述した実施の形態においては、互いに一面を同一方向に向けて、横一列に並べ
て配置された２つの撮像レンズとして、図１乃至図１４について上述した左目用撮像レン
ズ３及び右目用撮像レンズ４を適用するようにした場合について述べた。
【０３１６】
　しかしながら本発明は、これに限らず、一面を同一方向に向けて、水平方向や鉛直方向
等のような種々の方向に沿って一列に並べて配置された２つの撮像レンズを広く適用する
ことができる。
【０３１７】
　すなわち、本発明において２つの撮像レンズの配置に関する横一列の並びとは、上述し
た実施の形態による左右方向（すなわち、筐体幅方向）に沿った一列の並びに限定される
ものではなく、水平方向や鉛直方向等のような種々の方向に沿った一列の並びを横一列の
並びとして示すものである。
【０３１８】
　よって本発明は、例えば、縦長のカメラ筐体を有し、２つの撮像レンズが上下方向（す
なわち、この場合の筐体の長手の方向）に沿って一列に並べられて配置され、被写体の写
真撮影時には１つの撮像レンズが用いられて縦長の姿勢で保持され、また動画撮影時には
２つの撮像レンズが用いられて横長の姿勢で保持される撮像装置や、当該撮像装置に固定
的又は着脱可能に設けられるレンズ保護装置及びレンズユニットに適用することもできる
。
【０３１９】
［２－８　変形例８］
　さらに上述した実施の形態においては、互いに一面を同一方向に向けて、横一列に並べ
て配置された２つの撮像レンズの２つの一面の前に、当該２つの一面を外部から隠蔽する
ための隠蔽位置と、２つの一面を外部に露出させるための退避位置とに移動可能に設けら
れた１つのレンズ保護カバーとして、図１乃至図１４について上述した上側カバー半体２
７及び下側カバー半体２８からなるレンズ保護カバー２９を適用するようにした場合につ
いて述べた。
【０３２０】
　しかしながら本発明は、これに限らず、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の
入射面３Ａ及び４Ａを同時に隠蔽することができれば、互いに入射面３Ａ及び４Ａを同一
方向に向けて、横一列に並べて配置された左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の
これら入射面３Ａ及び４Ａが向いた同一方向の側で移動可能な、予め１枚の板状又はシー
ト状に形成されたレンズ保護カバーや、少なくとも３つ以上のパーツに分離可能なレンズ
保護カバー等のように、この他種々の構成のレンズ保護カバーを広く適用することができ
る。
【０３２１】
［２－９　変形例９］
　さらに上述した実施の形態においては、２つの撮像レンズの２つの一面の間と対向させ
て、当該２つの一面の前に配置されたレンズ側フレームとして、図１乃至図１４について
上述したレンズ側フレーム２１を適用するようにした場合について述べた。
【０３２２】
　しかしながら本発明は、これに限らず、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４各
々の入射面３Ａ及び４Ａが向いた同一方向の側で、当該左目用撮像レンズ３及び右目用撮
像レンズ４の間に配置されるＩ字状のレンズ側フレームのように、この他種々の構成のレ
ンズ側フレームを広く適用することができる。
【０３２３】
［２－１０　変形例１０］
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　さらに上述した実施の形態においては、２つの撮像レンズの２つの一面を個別又は同時
に露出させるための孔部が形成され、当該孔部を２つの一面と対向させてレンズ保護カバ
ーの前に配置された前側フレームとして、図１乃至図１４について上述した前側フレーム
３０を適用するようにした場合について述べた。
【０３２４】
　しかしながら本発明は、これに限らず、一面に左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レン
ズ４の入射面３Ａ及び４Ａに対向させて２つの孔部が穿設され、左目用撮像レンズ３及び
右目用撮像レンズ４各々の入射面３Ａ及び４Ａが向いた同一方向の側で、レンズ保護カバ
ーの前に配置された板状の前側フレームのように、この他種々の構成の前側フレームを広
く適用することができる。
【０３２５】
　本発明は、２つの孔部が穿設された前側フレームを適用した場合、左目用撮像レンズ３
及び右目用撮像レンズ４をレンズ保護カバーで保護した状態では、２つの孔部の間部分を
レンズ保護カバーの前に位置させてカバー正面の露出部分を小さくすることができる。
【０３２６】
　よって本発明は、２つの孔部が穿設された前側フレームを適用した場合、レンズ保護カ
バーのカバー正面に手等を接触させ難くすることができる。
【０３２７】
　また本発明は、前側フレームの孔部を介してレンズ保護カバーのカバー正面が押されて
も、前側フレームの２つの孔部の間部分を含む一面と、レンズ側フレームのレンズ保護用
凸部とによりレンズ保護カバーの反りを規制することができる。
【０３２８】
　すなわち、本発明は、係る構成の場合、上述した実施の形態に比して、レンズ保護カバ
ーのカバー正面が押された場合に、当該レンズ保護カバーの反りを規制するための部分を
増加させて、レンズ保護カバーを破損し難くすることができる。
【０３２９】
［２－１１　変形例１１］
　さらに上述した実施の形態においては、それぞれ撮像レンズを有し、互いの撮像レンズ
の一面を同一方向に向けて、互いの撮像レンズが横一列に並ぶように配置された２つの撮
像光学系として、図１乃至図１４について上述した左目用レンズ鏡筒Ｌ１及び右目用レン
ズ鏡筒Ｌ２を適用するようにした場合について述べた。
【０３３０】
　しかしながら本発明は、これに限らず、互いに外部から取り込んだ撮像光が影響し合わ
ないように、衝立を介して配置された、それぞれ複数の光学素子を有する２つの撮像光学
系のように、この他種々の構成の２つの撮像光学系を広く適用することができる。
【０３３１】
［２－１２　変形例１２］
　さらに上述した実施の形態においては、２つの撮像光学系が有する２つの撮像レンズの
２つの一面の前に、当該２つの一面を外部から隠蔽するための隠蔽位置と、２つの一面を
外部に露出させるための退避位置とに移動可能に設けられた１つのレンズ保護カバーとし
て、図１乃至図１４について上述した上側カバー半体２７及び下側カバー半体２８からな
るレンズ保護カバー２９を適用するようにした場合について述べた。
【０３３２】
　しかしながら本発明は、これに限らず、左目用撮像レンズ３及び右目用撮像レンズ４の
入射面３Ａ及び４Ａを同時に隠蔽することができれば、予め１枚の板状又はシート状に形
成されたレンズ保護カバーや、少なくとも３つ以上のパーツに分離可能なレンズ保護カバ
ー等のように、この他種々の構成のレンズ保護カバーを広く適用することができる。
【０３３３】
［２－１３　変形例１３］
　さらに上述した実施の形態においては、２つの撮像光学系の後に配置され、２つの撮像
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図１乃至図１４について上述した左目用撮像素子４４及び右目用撮像素子４６を適用する
ようにした場合について述べた。
【０３３４】
　しかしながら本発明は、これに限らず、レンズユニットが着脱可能に装着され、左目用
撮像光学系及び右目用撮像光学系を介して得られる撮像光を交互に光電変換する、単眼式
の撮像装置に設けられた１つの撮像素子のように、この他種々の構成の撮像素子を広く適
用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０３３５】
　本発明は、ビデオカメラやスチルカメラ等の撮像装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０３３６】
　１……ビデオカメラ、２……カメラ筐体、３……左目用撮像レンズ、３Ａ、４Ａ……入
射面、４……右目用撮像レンズ、５……レンズフード、５Ａ……胴体部、５Ｂ……フード
部、５Ｃ……フード用凹部、５ＣＸ……底開口部、５ＣＹ……先端開口部、２０……レン
ズ保護部、２１……レンズ側フレーム、２１Ｆ……レンズ保護用凸部、２７、６５……上
側カバー半体、２７Ａ、６５Ａ……上カバー本体、２８、６６……下側カバー半体、２８
Ａ、６６Ａ……下カバー本体、２９……レンズ保護カバー、３０……前側フレーム、４３
……左目用撮像素子４６……右目用撮像素子、ＬＵ……レンズユニット、Ｌ１……左目用
レンズ鏡筒、Ｌ２……右目用レンズ鏡筒。

【図１】 【図２】
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